
(57)【要約】

【課題】　作業効率や品質を向上し得る半導体ウェハ加

圧治具およびその使用方法を提供する。

【解決手段】　半導体ウェハ加圧治具は、周囲をフレー

ムＦに固定されたテープＴの表面Ｔａに貼り付けられた

ウェハＷを当該テープＴの裏面Ｔｂから加圧してウェハ

Ｗを複数のチップＣＰに分離するレーザダイシングのエ

キスパンド工程に用いられるもので、加圧に要する加圧

力を発生可能な加圧ステージＰの加圧ヘッドＰｈに着脱

自在に設けられるとともに当該加圧力をテープＴを介し

てウェハＷに伝達しウェハＷを加圧してウェハＷを複数

のチップＣＰに分離可能な治具本体２１と、治具本体２

１により分離された複数のチップＣＰを表面Ｔａに貼着

しているテープＴを、加圧後の治具本体２１に固定可能

な接着剤２３と、を備える。

【選択図】

　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 周 囲 を 枠 体 に 固 定 さ れ た ダ イ シ ン グ シ ー ト の 一 方 の 面 に 貼 り 付 け ら れ た 半 導 体 ウ ェ ハ を
当 該 ダ イ シ ン グ シ ー ト の 他 方 の 面 か ら 加 圧 し て 前 記 半 導 体 ウ ェ ハ を 複 数 の ウ ェ ハ 片 に 分 離
す る 工 程 に 用 い ら れ る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 で あ っ て 、
　 前 記 加 圧 に 要 す る 加 圧 力 を 発 生 可 能 な 加 圧 装 置 の 加 圧 側 に 着 脱 自 在 に 設 け ら れ る と と も
に 当 該 加 圧 力 を 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト を 介 し て 前 記 半 導 体 ウ ェ ハ に 伝 達 し 前 記 半 導 体 ウ ェ
ハ を 加 圧 し て 前 記 半 導 体 ウ ェ ハ を 複 数 の ウ ェ ハ 片 に 分 離 可 能 な 加 圧 力 伝 達 手 段 と 、
　 前 記 加 圧 力 伝 達 手 段 に よ り 分 離 さ れ た 複 数 の ウ ェ ハ 片 を 前 記 一 方 の 面 に 貼 着 し て い る ダ
イ シ ン グ シ ー ト を 、 前 記 加 圧 後 の 前 記 加 圧 力 伝 達 手 段 に 固 定 可 能 な ダ イ シ ン グ シ ー ト 固 定
手 段 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト 固 定 手 段 は 、 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト の 前 記 他 方 の 面 と 前 記 加 圧 力
伝 達 手 段 と の 間 に 設 け ら れ 両 者 を 接 着 し 得 る 接 着 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト 固 定 手 段 は 、 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト の 前 記 一 方 の 面 か ら 加 圧 し て
前 記 加 圧 力 伝 達 手 段 と の 間 で 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト を 挟 持 す る 挟 持 手 段 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 加 圧 力 伝 達 手 段 は 、 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト に 貼 り 付 け ら れ た 前 記 半 導 体 ウ ェ ハ に 向
か っ て 湾 曲 状 に 突 出 す る 湾 曲 凸 状 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一
項 に 記 載 の 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 周 囲 を 枠 体 に 固 定 さ れ た ダ イ シ ン グ シ ー ト の 一 方 の 面 に 貼 り 付 け ら れ た 半 導 体 ウ ェ ハ を
当 該 ダ イ シ ン グ シ ー ト の 他 方 の 面 か ら 加 圧 し て 前 記 半 導 体 ウ ェ ハ を 複 数 の ウ ェ ハ 片 に 分 離
す る 工 程 に 用 い ら れ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 の 使 用
方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト の 他 方 の 面 と 前 記 加 圧 装 置 の 加 圧 側 と の 間 に 介 在 す る よ う に 前 記
半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 の 前 記 加 圧 力 伝 達 手 段 を 当 該 加 圧 側 に 取 り 付 け る 取 付 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 加 圧 側 に 取 り 付 け ら れ た 前 記 加 圧 力 伝 達 手 段 を 前 記 加 圧 装 置 の 加 圧 力 に よ り 前 記 ダ
イ シ ン グ シ ー ト の 前 記 他 端 面 か ら 前 記 半 導 体 ウ ェ ハ を 加 圧 し て 前 記 半 導 体 ウ ェ ハ を 複 数 の
ウ ェ ハ 片 に 分 離 す る 加 圧 分 離 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 加 圧 分 離 ス テ ッ プ に よ り 分 離 さ れ た 前 記 複 数 の ウ ェ ハ 片 を 前 記 一 方 の 面 に 貼 着 し て
い る 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト を 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト 固 定 手 段 に よ り 前 記 加 圧 力 伝 達 手 段 に
固 定 す る 固 定 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 加 圧 分 離 ス テ ッ プ に よ り 分 離 さ れ た 前 記 複 数 の ウ ェ ハ 片 を 前 記 一 方 の 面 に 貼 着 し て
い る 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト を 前 記 加 圧 力 伝 達 手 段 の 外 周 で 裁 断 す る 裁 断 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 裁 断 さ れ た 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト が 固 定 さ れ て い る 前 記 加 圧 力 伝 達 手 段 を 前 記 加 圧
装 置 の 加 圧 側 か ら 取 り 外 す 取 外 ス テ ッ プ と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 の 使 用 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 周 囲 を 枠 体 に 固 定 さ れ た ダ イ シ ン グ シ ー ト の 一 方 の 面 に 貼 り 付 け ら れ た 半 導
体 ウ ェ ハ を 当 該 ダ イ シ ン グ シ ー ト の 他 方 の 面 か ら 加 圧 し て 前 記 半 導 体 ウ ェ ハ を 複 数 の ウ ェ
ハ 片 に 分 離 す る 工 程 に 用 い ら れ る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 お よ び そ の 使 用 方 法 に 関 す る も の
で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 図 ６ (A) に 示 す よ う に 、 シ リ コ ン 等 の 半 導 体 か ら な る 半 導 体 ウ ェ ハ （ 以 下 「 ウ ェ ハ 」 と
い う ） Ｗ を レ ー ザ ダ イ シ ン グ す る 場 合 に は 、 通 常 、 ウ ェ ハ Ｗ の 裏 面 に ダ イ シ ン グ シ ー ト が
貼 り 付 け ら れ る 。 こ の よ う な ダ イ シ ン グ シ ー ト は 、 ウ ェ ハ シ ー ト 、 ダ イ シ ン グ フ ィ ル ム あ
る い は エ キ ス パ ン ド テ ー プ と も 称 さ れ る の で 、 こ こ で は 単 に テ ー プ Ｔ と 呼 ぶ こ と に す る 。
テ ー プ Ｔ は 、 通 常 、 ウ ェ ハ Ｗ を 保 持 す る 側 の 面 （ 以 下 「 表 面 」 と い う ） Ｔ ａ が 粘 着 性 を 有
す る 樹 脂 製 の フ ィ ル ム 等 か ら な り 、 周 囲 を 円 環 状 の フ レ ー ム Ｆ に 張 っ た 状 態 で 貼 り 付 け ら
れ て 載 置 台 等 に セ ッ ト さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 レ ー ザ 光 の 照 射 に よ っ て テ ー プ Ｔ の 表 面 Ｔ ａ に 貼 着 さ れ た ウ ェ ハ Ｗ の 内 側 に 改
質 層 が 形 成 さ れ た 後 、 図 ６ (B) に 示 す よ う に 、 テ ー プ Ｔ の 裏 面 Ｔ ｂ か ら ウ ェ ハ Ｗ を 押 し 上
げ る よ う に 加 圧 ス テ ー ジ Ｐ に よ っ て 加 圧 す る こ と で 、 テ ー プ Ｔ が 平 面 方 向 に 引 き 伸 ば さ れ
る 。 こ れ に よ り 、 当 該 テ ー プ Ｔ に 貼 着 さ れ た ウ ェ ハ Ｗ に は 、 径 方 向 に 延 伸 さ れ る 力 が 作 用
す る こ と か ら 、 当 該 改 質 層 を 起 点 と し た ク ラ ッ ク に よ っ て 当 該 ウ ェ ハ Ｗ は 複 数 の 半 導 体 チ
ッ プ （ 以 下 「 チ ッ プ 」 と い う ） Ｃ Ｐ に 割 断 さ れ る 。 な お こ の よ う な 従 来 技 術 は 、 例 え ば 、
下 記 特 許 文 献 １ 、 ２ 等 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 図 ６ (B) に 示 す よ う に 、 加 圧 ス テ ー ジ Ｐ に よ り 引 き 伸 ば さ れ た テ ー プ Ｔ は 、
一 旦 伸 び る と 、 そ の 後 に 加 圧 が 解 除 さ れ て も 、 完 全 に は 元 の 状 態 に は 戻 ら な い 。 そ の た め
、 図 ６ (C) に 示 す よ う に 、 元 に 戻 ら な い 部 分 γ が 存 在 す る 分 、 使 用 後 の テ ー プ Ｔ ’ は フ レ
ー ム Ｆ に 保 持 さ れ て い て も 全 体 と し て は 弛 ん だ 状 態 に な る 。 こ の た め 、 従 来 の 工 程 で は 、
弛 み の な い 部 分 を 残 し て そ の 周 囲 を 切 除 し （ 同 図 に 示 す 点 線 × 印 ） 、 ひ と 回 り 径 の 小 さ な
フ レ ー ム Ｆ ’ に 張 り 替 え る 作 業 を 行 う こ と で 、 図 ６ (D) に 示 す よ う に 、 分 離 さ れ た チ ッ プ
Ｃ Ｐ を テ ー プ ｔ に 貼 着 し た ま ま 、 外 観 検 査 工 程 や ダ イ ピ ッ ク 工 程 等 の 次 工 程 へ の 搬 送 を 可
能 に し て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ０ ０ １ 号 公 報 （ 段 落 番 号 ０ ０ ５ ７ ～ ０ ０ ６ ９ 、 図 １ ８ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ０ ９ ８ ６ 号 公 報 （ 段 落 番 号 ０ ０ ６ ２ ～ ０ ０ ６ ４ 、 図 １ ９
、 図 ２ ９ ～ 図 ３ ２ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う に ひ と 回 り 小 さ く な っ た テ ー プ ｔ を 別 の フ レ ー ム Ｆ ’ に 張 り 替
え て か ら 次 工 程 に 搬 出 す る と い っ た 工 程 に す る と 、 使 用 後 の テ ー プ Ｔ ’ か ら 弛 ん だ 部 分 γ
を 切 除 す る 作 業 （ 図 ６ (C) 参 照 ） に 加 え て 、 別 の フ レ ー ム Ｆ ’ に 切 除 後 の テ ー プ ｔ を 張 り
替 え る 作 業 （ 図 ６ (D) 参 照 ） を も 必 要 と す る こ と か ら 、 作 業 効 率 等 が 却 っ て 低 下 し 得 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 即 ち 、 何 も 貼 着 さ れ て い な い テ ー プ Ｔ 単 体 を フ レ ー ム Ｆ に 貼 り 付 け る 作 業 に 比 べ て 、 分
離 後 の チ ッ プ Ｃ Ｐ が 貼 着 さ れ て い る テ ー プ ｔ を 別 の フ レ ー ム Ｆ ’ に 張 り 替 え る 場 合 に は 、
チ ッ プ Ｃ Ｐ に 不 純 物 が 付 着 し た り 、 ま た テ ー プ ｔ か ら チ ッ プ Ｃ Ｐ が 脱 落 し た り し な い よ う
に 相 当 の 注 意 を 払 い な が ら 張 替 作 業 を 行 う 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 こ の よ う な 注 意 を 必 要
と す る 分 、 作 業 効 率 の 低 下 を 招 く 一 方 で 、 注 意 を 怠 れ ば チ ッ プ Ｃ Ｐ の 品 質 低 下 を 招 き 得 る
と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ
は 、 作 業 効 率 や 品 質 を 向 上 し 得 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 お よ び そ の 使 用 方 法 を 提 供 す る こ
と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 請 求 項 １ の 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 で
は 、 周 囲 を 枠 体 ［ Ｆ ］ に 固 定 さ れ た ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ の 一 方 の 面 ［ Ｔ ａ ］ に 貼 り 付
け ら れ た 半 導 体 ウ ェ ハ ［ Ｗ ］ を 当 該 ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ の 他 方 の 面 ［ Ｔ ｂ ］ か ら 加 圧
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し て 前 記 半 導 体 ウ ェ ハ ［ Ｗ ］ を 複 数 の ウ ェ ハ 片 ［ Ｃ Ｐ ］ に 分 離 す る 工 程 に 用 い ら れ る 半 導
体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 で あ っ て 、 前 記 加 圧 に 要 す る 加 圧 力 を 発 生 可 能 な 加 圧 装 置 ［ Ｐ ］ の 加 圧
側 ［ Ｐ ｈ ］ に 着 脱 自 在 に 設 け ら れ る と と も に 当 該 加 圧 力 を 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ を
介 し て 前 記 半 導 体 ウ ェ ハ ［ Ｗ ］ に 伝 達 し 前 記 半 導 体 ウ ェ ハ ［ Ｗ ］ を 加 圧 し て 前 記 半 導 体 ウ
ェ ハ ［ Ｗ ］ を 複 数 の ウ ェ ハ 片 ［ Ｃ Ｐ ］ に 分 離 可 能 な 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５
１ ］ と 、 前 記 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ に よ り 分 離 さ れ た 複 数 の ウ ェ ハ 片
［ Ｃ Ｐ ］ を 前 記 一 方 の 面 ［ Ｔ ａ ］ に 貼 着 し て い る ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ を 、 前 記 加 圧 後
の 前 記 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ に 固 定 可 能 な ダ イ シ ン グ シ ー ト 固 定 手 段
［ ２ ３ ,２ ５ ,２ ７ ］ と 、 を 備 え る こ と を 技 術 的 特 徴 と す る 。 な お 、 ［ 　 ］ 内 の 数 字 等 は 、
［ 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 ］ の 欄 で 説 明 す る 符 号 や 図 面 番 号 等 に 対 応 し 得 る も の
で あ る （ 以 下 同 じ ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 請 求 項 ２ の 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 で は 、 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体
ウ ェ ハ 加 圧 治 具 に お い て 、 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト 固 定 手 段 は 、 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ
］ の 前 記 他 方 の 面 ［ Ｔ ｂ ］ と 前 記 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ と の 間 に 設 け
ら れ 両 者 を 接 着 し 得 る 接 着 手 段 ［ ２ ３ ］ で あ る こ と を 技 術 的 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 請 求 項 ３ の 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 で は 、 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体
ウ ェ ハ 加 圧 治 具 に お い て 、 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト 固 定 手 段 は 、 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ
］ の 前 記 一 方 の 面 ［ Ｔ ａ ］ か ら 加 圧 し て 前 記 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ と
の 間 で 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ を 挟 持 す る 挟 持 手 段 ［ ２ ７ ］ で あ る こ と を 技 術 的 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 請 求 項 ４ の 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 で は 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ
か 一 項 に 記 載 の 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 に お い て 、 前 記 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ３ １ ］ は 、 前 記 ダ
イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ に 貼 り 付 け ら れ た 前 記 半 導 体 ウ ェ ハ ［ Ｗ ］ に 向 か っ て 湾 曲 状 に 突 出
す る 湾 曲 凸 状 部 ［ ３ １ ａ ］ を 有 す る こ と を 技 術 的 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 請 求 項 ５ の 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 の
使 用 方 法 で は 、 周 囲 を 枠 体 ［ Ｆ ］ に 固 定 さ れ た ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ の 一 方 の 面 ［ Ｔ ａ
］ に 貼 り 付 け ら れ た 半 導 体 ウ ェ ハ ［ Ｗ ］ を 当 該 ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ の 他 方 の 面 ［ Ｔ ｂ
］ か ら 加 圧 し て 前 記 半 導 体 ウ ェ ハ ［ Ｗ ］ を 複 数 の ウ ェ ハ 片 ［ Ｃ Ｐ ］ に 分 離 す る 工 程 に 用 い
ら れ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 の 使 用 方 法 で あ っ て 、
前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ の 他 方 の 面 ［ Ｔ ｂ ］ と 前 記 加 圧 装 置 ［ Ｐ ］ の 加 圧 側 ［ Ｐ ｈ ］
と の 間 に 介 在 す る よ う に 前 記 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 の 前 記 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４
１ ,５ １ ］ を 当 該 加 圧 側 ［ Ｐ ｈ ］ に 取 り 付 け る 取 付 ス テ ッ プ ［ 図 １ (A)］ と 、 前 記 加 圧 側 ［
Ｐ ｈ ］ に 取 り 付 け ら れ た 前 記 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ を 前 記 加 圧 装 置 ［
Ｐ ］ の 加 圧 力 に よ り 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ の 前 記 他 端 面 か ら 前 記 半 導 体 ウ ェ ハ ［ Ｗ
］ を 加 圧 し て 前 記 半 導 体 ウ ェ ハ ［ Ｗ ］ を 複 数 の ウ ェ ハ 片 ［ Ｃ Ｐ ］ に 分 離 す る 加 圧 分 離 ス テ
ッ プ ［ 図 １ (B),図 １ (C)］ と 、 前 記 加 圧 分 離 ス テ ッ プ に よ り 分 離 さ れ た 前 記 複 数 の ウ ェ ハ
片 ［ Ｃ Ｐ ］ を 前 記 一 方 の 面 ［ Ｔ ａ ］ に 貼 着 し て い る 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ を 前 記 ダ
イ シ ン グ シ ー ト 固 定 手 段 ［ ２ ３ ,２ ５ ,２ ７ ］ に よ り 前 記 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １
,５ １ ］ に 固 定 す る 固 定 ス テ ッ プ ［ 図 ２ (A)］ と 、 前 記 加 圧 分 離 ス テ ッ プ に よ り 分 離 さ れ た
前 記 複 数 の ウ ェ ハ 片 ［ Ｃ Ｐ ］ を 前 記 一 方 の 面 ［ Ｔ ａ ］ に 貼 着 し て い る 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー
ト ［ Ｔ ］ を 前 記 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ の 外 周 で 裁 断 す る 裁 断 ス テ ッ プ
［ 図 ２ (B)］ と 、 前 記 裁 断 さ れ た 前 記 ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ が 固 定 さ れ て い る 前 記 加 圧
力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ を 前 記 加 圧 装 置 ［ Ｐ ］ の 加 圧 側 ［ Ｐ ｈ ］ か ら 取 り 外
す 取 外 ス テ ッ プ ［ 図 ２ (C)］ と 、 を 含 む こ と を 技 術 的 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 請 求 項 １ の 発 明 で は 、 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ は 、 加 圧 に 要 す る 加 圧
力 を 発 生 可 能 な 加 圧 装 置 ［ Ｐ ］ の 加 圧 側 ［ Ｐ ｈ ］ に 着 脱 自 在 に 設 け ら れ 、 当 該 加 圧 力 を ダ
イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ を 介 し て 半 導 体 ウ ェ ハ ［ Ｗ ］ に 伝 達 し 半 導 体 ウ ェ ハ ［ Ｗ ］ を 加 圧 し
て 半 導 体 ウ ェ ハ ［ Ｗ ］ を 複 数 の ウ ェ ハ 片 ［ Ｃ Ｐ ］ に 分 離 し 得 る 。 そ し て 、 こ の 加 圧 力 伝 達
手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ に よ り 分 離 さ れ た 複 数 の ウ ェ ハ 片 ［ Ｃ Ｐ ］ を 一 方 の 面 ［ Ｔ
ａ ］ に 貼 着 し て い る ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ を 、 ダ イ シ ン グ シ ー ト 固 定 手 段 ［ ２ ３ ,２ ５ ,
２ ７ ］ に よ っ て 加 圧 後 の 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ に 固 定 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 加 圧 後 の 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ に は 、 複 数 の ウ ェ ハ 片
［ Ｃ Ｐ ］ を 貼 着 し た ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ が 固 定 さ れ て い る の で 、 当 該 ダ イ シ ン グ シ ー
ト ［ Ｔ ］ を 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ の 外 周 に 沿 っ て 裁 断 す る こ と で 、 複
数 の ウ ェ ハ 片 ［ Ｃ Ｐ ］ を 貼 着 し た ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ を 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,
４ １ ,５ １ ］ と と も に 加 圧 装 置 ［ Ｐ ］ の 加 圧 側 ［ Ｐ ｈ ］ か ら 取 り 外 す こ と が で き る 。 そ の
た め 、 従 来 の よ う に 別 の 枠 体 （ フ レ ー ム Ｆ ’ ） に 張 り 替 え る こ と な く 、 加 圧 力 伝 達 手 段 ［
２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ を 、 複 数 の ウ ェ ハ 片 ［ Ｃ Ｐ ］ を 貼 着 し た ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］
の 搬 送 媒 体 （ キ ャ リ ア ） と し て 用 い る こ と が で き る の で 、 張 替 作 業 を 必 要 と せ ず 、 分 離 さ
れ た 複 数 の ウ ェ ハ 片 ［ Ｃ Ｐ ］ を 外 観 検 査 工 程 や ダ イ ピ ッ ク 工 程 等 の 次 工 程 へ の 搬 送 で き る
。 し た が っ て 、 張 替 作 業 が 発 生 し な い 分 、 作 業 効 率 や 品 質 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 で は 、 ダ イ シ ン グ シ ー ト 固 定 手 段 は 、 ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ の 他 方 の
面 ［ Ｔ ｂ ］ と 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ と の 間 に 設 け ら れ 両 者 を 接 着 し 得
る 接 着 手 段 ［ ２ ３ ］ で あ る こ と か ら 、 例 え ば 、 予 め ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ の 他 方 の 面 ［
Ｔ ｂ ］ に 接 着 剤 を 塗 布 し て お く こ と に よ っ て ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ を 加 圧 力 伝 達 手 段 ［
２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ に 容 易 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 紫 外 線 を 照 射 す る と 硬 化 す る 性 質 の あ る 接 着 剤 （ 以 下 「 紫 外 線 硬 化 性 接
着 剤 」 と い う ） を ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ の 他 方 の 面 ［ Ｔ ｂ ］ に 塗 布 し 、 加 圧 後 に 当 該 紫
外 線 硬 化 性 接 着 剤 に 紫 外 線 を 照 射 す る よ う に し て も 良 い 。 こ れ に よ り 、 加 圧 力 伝 達 手 段 ［
２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ に よ る 半 導 体 ウ ェ ハ ［ Ｗ ］ の 加 圧 中 に は 、 当 該 紫 外 線 硬 化 性 接 着
剤 に よ る 接 着 力 が 働 く こ と が な い の で 、 ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ の 平 面 方 向 に 引 き 伸 ば し
を 妨 げ る こ と な く 、 半 導 体 ウ ェ ハ ［ Ｗ ］ を 径 方 向 に 延 伸 す る 力 を 十 分 に 与 え る こ と が で き
る 。 こ れ に 対 し 、 加 圧 後 の 紫 外 線 照 射 に よ っ て 当 該 紫 外 線 硬 化 性 接 着 剤 に よ る 接 着 力 が 、
ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ の 他 方 の 面 ［ Ｔ ｂ ］ と 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］
と の 間 に 働 く の で 、 両 者 を 接 着 し 当 該 ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ を 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,
３ １ ,４ １ ,５ １ ］ に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 で は 、 ダ イ シ ン グ シ ー ト 固 定 手 段 は 、 ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ の 一 方 の
面 ［ Ｔ ａ ］ か ら 加 圧 し て 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ と の 間 で ダ イ シ ン グ シ
ー ト ［ Ｔ ］ を 挟 持 す る 挟 持 手 段 ［ ２ ７ ］ で あ る 。 こ れ に よ り 、 挟 持 手 段 ［ ２ ７ ］ と 加 圧 力
伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ と の 間 で ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ を 挟 み 込 ん で 加 圧 力
伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ に ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ を 固 定 す る の で 、 ダ イ シ ン
グ シ ー ト ［ Ｔ ］ や 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ に 接 着 剤 等 を 塗 布 す る こ と な
く 、 ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ を 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ に 固 定 で き る 。
例 え ば 、 こ の よ う な 挟 持 手 段 ［ ２ ７ ］ を 備 え る こ と で 、 他 方 の 面 ［ Ｔ ｂ ］ に 接 着 剤 が 塗 布
さ れ て い な い 通 常 の ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ Ｔ ］ を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 で は 、 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ３ １ ］ は 、 ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ に 貼 り 付 け
ら れ た 半 導 体 ウ ェ ハ ［ Ｗ ］ に 向 か っ て 湾 曲 状 に 突 出 す る 湾 曲 凸 状 部 ［ ３ １ ａ ］ を 有 す る こ
と か ら 、 半 導 体 ウ ェ ハ ［ Ｗ ］ を 加 圧 す る 面 が 平 坦 な も の に 比 べ て 当 該 加 圧 に よ る 半 導 体 ウ
ェ ハ ［ Ｗ ］ の 分 離 を 促 進 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 半 導 体 ウ ェ ハ ［ Ｗ ］ の 分 離 効 率
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が 高 ま る の で 、 分 離 さ れ る べ き ウ ェ ハ 片 ［ Ｃ Ｐ ］ の 品 質 も 向 上 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 で は 、 取 付 ス テ ッ プ ［ 図 １ (A)］ に よ り 、 ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ の 他
方 の 面 ［ Ｔ ｂ ］ と 加 圧 装 置 ［ Ｐ ］ の 加 圧 側 ［ Ｐ ｈ ］ と の 間 に 介 在 す る よ う に 半 導 体 ウ ェ ハ
加 圧 治 具 の 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ を 当 該 加 圧 側 ［ Ｐ ｈ ］ に 取 り 付 け 、
加 圧 分 離 ス テ ッ プ ［ 図 １ (B),図 １ (C)］ に よ り 、 加 圧 側 ［ Ｐ ｈ ］ に 取 り 付 け ら れ た 加 圧 力
伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ を 加 圧 装 置 ［ Ｐ ］ の 加 圧 力 に よ り ダ イ シ ン グ シ ー ト ［
Ｔ ］ の 他 端 面 か ら 半 導 体 ウ ェ ハ ［ Ｗ ］ を 加 圧 し て 半 導 体 ウ ェ ハ ［ Ｗ ］ を 複 数 の ウ ェ ハ 片 ［
Ｃ Ｐ ］ に 分 離 す る 。 そ し て 、 固 定 ス テ ッ プ ［ 図 ２ (A)］ に よ り 、 加 圧 分 離 ス テ ッ プ に よ り
分 離 さ れ た 複 数 の ウ ェ ハ 片 ［ Ｃ Ｐ ］ を 一 方 の 面 ［ Ｔ ａ ］ に 貼 着 し て い る ダ イ シ ン グ シ ー ト
［ Ｔ ］ を ダ イ シ ン グ シ ー ト 固 定 手 段 ［ ２ ３ ,２ ５ ,２ ７ ］ に よ り 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３
１ ,４ １ ,５ １ ］ に 固 定 し 、 裁 断 ス テ ッ プ ［ 図 ２ (B)］ に よ り 、 加 圧 分 離 ス テ ッ プ に よ り 分
離 さ れ た 複 数 の ウ ェ ハ 片 ［ Ｃ Ｐ ］ を 一 方 の 面 ［ Ｔ ａ ］ に 貼 着 し て い る ダ イ シ ン グ シ ー ト ［
Ｔ ］ を 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ の 外 周 で 裁 断 し て 、 取 外 ス テ ッ プ ［ 図 ２ (
C)］ に よ り 、 裁 断 さ れ た ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ が 固 定 さ れ て い る 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １
,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ を 加 圧 装 置 ［ Ｐ ］ の 加 圧 側 ［ Ｐ ｈ ］ か ら 取 り 外 す 。 な お 、 固 定 ス テ ッ
プ ［ 図 ２ (A)］ と 裁 断 ス テ ッ プ ［ 図 ２ (B)］ と は 、 裁 断 ス テ ッ プ ［ 図 ２ (B)］ が 先 で 固 定 ス
テ ッ プ ［ 図 ２ (A)］ が そ の 後 で も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 加 圧 分 離 ス テ ッ プ ［ 図 １ (B),図 １ (C)］ に よ る 加 圧 後 の 加 圧 力 伝 達 手 段 ［
２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ に は 、 固 定 ス テ ッ プ ［ 図 ２ (A)］ に よ り 複 数 の ウ ェ ハ 片 ［ Ｃ Ｐ ］ を
貼 着 し た ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ が 固 定 さ れ て い る の で 、 裁 断 ス テ ッ プ ［ 図 ２ (B)］ に よ
り 当 該 ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ を 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ の 外 周 で 裁 断
す る こ と で 、 取 外 ス テ ッ プ ［ 図 ２ (C)］ に よ り 複 数 の ウ ェ ハ 片 ［ Ｃ Ｐ ］ を 貼 着 し た ダ イ シ
ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ を 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ と と も に 加 圧 装 置 ［ Ｐ ］ の
加 圧 側 ［ Ｐ ｈ ］ か ら 取 り 外 す こ と が で き る 。 そ の た め 、 従 来 の よ う に 別 の 枠 体 （ フ レ ー ム
Ｆ ’ ） に 張 り 替 え る こ と な く 、 加 圧 力 伝 達 手 段 ［ ２ １ ,３ １ ,４ １ ,５ １ ］ を 、 複 数 の ウ ェ
ハ 片 ［ Ｃ Ｐ ］ を 貼 着 し た ダ イ シ ン グ シ ー ト ［ Ｔ ］ の 搬 送 媒 体 （ キ ャ リ ア ） と し て 用 い る こ
と が で き る の で 、 張 替 作 業 を 必 要 と せ ず 、 分 離 さ れ た 複 数 の ウ ェ ハ 片 ［ Ｃ Ｐ ］ を 外 観 検 査
工 程 や ダ イ ピ ッ ク 工 程 等 の 次 工 程 へ の 搬 送 で き る 。 し た が っ て 、 張 替 作 業 が 発 生 し な い 分
、 作 業 効 率 や 品 質 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 お よ び そ の 使 用 方 法 を 、 レ ー ザ ダ イ シ ン グ の エ キ
ス パ ン ド 工 程 に 適 用 し た 実 施 形 態 に つ い て 図 を 参 照 し て 説 明 す る 。 以 下 、 エ キ ス パ ン ド テ
ー プ の こ と を 単 に 「 テ ー プ 」 と 、 ま た そ れ を 保 持 す る フ レ ー ム の こ と を 単 に 「 フ レ ー ム 」
と い う 。 な お 、 テ ー プ は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 「 ダ イ シ ン グ シ ー ト 」 、 ま た フ レ ー ム
は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 「 枠 体 」 、 に そ れ ぞ れ 相 当 し 得 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
［ 第 １ 実 施 形 態 ］
　 ま ず 、 本 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 の 構 成 を 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 し て
説 明 す る 。 な お 、 図 １ お よ び 図 ２ に は 、 本 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 の 構
成 お よ び そ の 使 用 方 法 を 示 す も の が 図 示 さ れ て お り 、 図 １ (A) は 取 付 ス テ ッ プ 、 図 １ (B) 
は 加 圧 ス テ ッ プ 、 図 １ (C) は 分 離 ス テ ッ プ 、 図 ２ (A) は 固 定 ス テ ッ プ 、 図 ２ (B) は 裁 断 ス
テ ッ プ 、 図 ２ (C) は 取 外 ス テ ッ プ 、 を そ れ ぞ れ 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ (A) に 示 す よ う に 、 本 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 は 、 加 圧 ス テ ー ジ
Ｐ の 加 圧 ヘ ッ ド Ｐ ｈ に 設 け ら れ る 治 具 本 体 ２ １ と 、 表 面 Ｔ ａ に ウ ェ ハ Ｗ を 貼 着 可 能 な テ ー
プ Ｔ の 裏 面 Ｔ ｂ に 塗 布 さ れ る 接 着 剤 ２ ３ と 、 か ら 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 加 圧 ス テ ー ジ Ｐ
は 、 ［ 背 景 技 術 ］ の 欄 で 述 べ た よ う に 、 テ ー プ Ｔ の 裏 面 Ｔ ｂ か ら ウ ェ ハ Ｗ を 押 し 上 げ る よ
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う に 加 圧 ヘ ッ ド Ｐ ｈ に よ り 加 圧 す る 加 圧 力 を 発 生 可 能 な 装 置 で あ る 。 ま た 、 テ ー プ Ｔ は 、
例 え ば 、 塩 化 ビ ニ ル 等 か ら な る 伸 縮 性 の あ る フ ィ ル ム 状 の 樹 脂 製 シ ー ト で 、 通 常 、 そ の 表
面 Ｔ ａ に は ウ ェ ハ Ｗ や チ ッ プ Ｃ Ｐ を 貼 着 可 能 な 粘 着 剤 が 塗 布 さ れ て お り 、 図 略 の 設 備 に 取
り 付 け ら れ た 円 環 状 の フ レ ー ム Ｆ に そ の 周 囲 を 貼 り 付 け る こ と に よ り 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 治 具 本 体 ２ １ は 、 例 え ば 、 金 属 ま た は 硬 質 樹 脂 等 か ら な る 円 板 形 状 を 有 す る も の で 、 そ
の 加 圧 面 ２ １ ａ は 、 ウ ェ ハ Ｗ 全 体 を テ ー プ Ｔ の 裏 面 Ｔ ｂ か ら 矢 印 方 向 （ 図 １ (A) ） か ら 押
し 上 げ る た め に 十 分 な 範 囲 を 確 保 可 能 に 設 定 さ れ て お り 、 ま た 取 付 面 ２ １ ｂ は 、 加 圧 ス テ
ー ジ Ｐ の 加 圧 ヘ ッ ド Ｐ ｈ に 装 着 可 能 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 こ の 治 具 本 体 ２ １ は 、 図 示 さ れ て い な い が 、 加 圧 ス テ ー ジ Ｐ の 加 圧 ヘ ッ ド Ｐ ｈ に
対 し 着 脱 自 在 な 構 成 、 例 え ば 、 掛 止 金 具 、 磁 石 、 ね じ 等 に よ る 着 脱 可 能 な 締 結 手 段 を 備 え
て お り 、 こ れ に よ り 、 加 圧 ヘ ッ ド Ｐ ｈ へ の 取 り 付 け や 加 圧 ヘ ッ ド Ｐ ｈ か ら の 取 り 外 し を 可
能 に し て い る 。 な お 、 加 圧 ヘ ッ ド Ｐ ｈ に 対 し 所 定 の 位 置 に 治 具 本 体 ２ １ を 取 り 付 け 可 能 と
な る よ う に 、 例 え ば 、 位 置 決 め 用 の 凹 凸 等 が 治 具 本 体 ２ １ お よ び 加 圧 ヘ ッ ド Ｐ ｈ に 設 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 治 具 本 体 ２ １ を 構 成 す る こ と に よ り 、 当 該 治 具 本 体 ２ １ が 加 圧 ヘ ッ ド Ｐ ｈ に
装 着 さ れ て い る 場 合 に は （ 図 １ (A);取 付 ス テ ッ プ ） 、 当 該 治 具 本 体 ２ １ の 加 圧 面 ２ １ ａ に
よ り 、 加 圧 ス テ ー ジ Ｐ の 加 圧 力 を テ ー プ Ｔ を 介 し て ウ ェ ハ Ｗ に 伝 達 し ウ ェ ハ Ｗ を 加 圧 す る
こ と が 可 能 と な る （ 図 １ (B);加 圧 ス テ ッ プ ） 。 こ の た め 、 レ ー ザ 光 の 照 射 に よ り ウ ェ ハ Ｗ
の 内 側 に 改 質 層 が 形 成 さ れ た 後 に お い て は 、 こ の よ う な 加 圧 に よ り テ ー プ Ｔ が 平 面 方 向 に
引 き 伸 ば さ れ る こ と で 、 当 該 テ ー プ Ｔ に 貼 着 さ れ た ウ ェ ハ Ｗ に 径 方 向 に 延 伸 さ れ る 力 が 作
用 す る 。 こ れ に よ り 、 当 該 改 質 層 を 起 点 と し た ク ラ ッ ク に よ っ て 当 該 ウ ェ ハ Ｗ は 複 数 の チ
ッ プ Ｃ Ｐ に 割 断 す る こ と が 可 能 と な る （ 図 １ (C);分 離 ス テ ッ プ ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 接 着 剤 ２ ３ は 、 例 え ば 紫 外 線 硬 化 性 接 着 剤 で 、 例 え ば 、 ウ ェ ハ Ｗ 側 か ら 到 来 す る 紫 外 線
の 照 射 可 能 は 範 囲 、 つ ま り ウ ェ ハ Ｗ の 貼 付 位 置 の 外 周 に 沿 う よ う に テ ー プ Ｔ の 裏 面 Ｔ ｂ に
環 状 に 塗 布 さ れ て い る 。 こ の 接 着 剤 ２ ３ は 、 紫 外 線 の 照 射 前 に お い て は 、 接 着 力 が 極 め て
低 い 低 粘 度 に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 接 着 剤 ２ ３ は 、 図 １ (A) に 示 す 治 具 本 体 ２ １ の 取 付
ス テ ッ プ に お い て テ ー プ Ｔ の 裏 面 Ｔ ｂ に 塗 布 し て も 良 い し 、 ま た 予 め 接 着 剤 ２ ３ が 当 該 位
置 に 塗 布 さ れ て い る テ ー プ Ｔ を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う な 接 着 剤 ２ ３ が テ ー プ Ｔ の 裏 面 Ｔ ｂ に 塗 布 さ れ る こ と に よ り 、 図 １ (B) に 示 す
よ う に 、 治 具 本 体 ２ １ に よ る 加 圧 に よ り 治 具 本 体 ２ １ と テ ー プ Ｔ の 裏 面 Ｔ ｂ と が 接 触 ま た
は 圧 接 す る と き に は 、 両 者 間 に 接 着 剤 ２ ３ が 介 在 し て も 、 接 着 剤 ２ ３ が 紫 外 線 硬 化 性 の も
の で あ る 場 合 に は 、 紫 外 線 を 照 射 し な け れ ば 当 該 接 着 剤 ２ ３ は 硬 化 し な い 。 こ の た め 、 両
者 を 接 着 す る 程 度 の 接 着 力 は 発 揮 し な い の で 、 接 着 剤 ２ ３ に 対 す る 紫 外 線 の 照 射 前 に お い
て は 、 た と え 治 具 本 体 ２ １ と テ ー プ Ｔ と の 間 に 接 着 剤 ２ ３ が 介 在 し て も 前 述 し た よ う な テ
ー プ Ｔ の 平 面 方 向 の 引 き 伸 ば し を 妨 げ な い 。 な お 、 図 １ (B) お よ び 図 １ (C) で は 、 硬 化 前
の 接 着 剤 ２ ３ を 明 示 す る た め 、 治 具 本 体 ２ １ 内 に 接 着 剤 ２ ３ が 存 在 す る よ う に 図 面 表 現 さ
れ て い る が 、 実 際 に は 治 具 本 体 ２ １ と テ ー プ Ｔ と の 間 に 介 在 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ に 対 し 、 図 ２ (A) に 示 す よ う に 、 ウ ェ ハ Ｗ の 割 断 後 、 テ ー プ Ｔ を 引 き 伸 ば し た 状 態
を 維 持 し た ま ま 接 着 剤 ２ ３ に 紫 外 線 を 照 射 す る こ と に よ っ て 当 該 接 着 剤 ２ ３ が 硬 化 す る と
、 所 定 の 接 着 力 を 発 揮 す る た め 、 治 具 本 体 ２ １ と テ ー プ Ｔ と が 当 該 硬 化 後 の 接 着 剤 ２ ３ に
よ り 接 着 さ れ る 。 な お 、 図 ２ (A) 、 図 ２ (B) 、 図 ２ (C) で は 、 硬 化 後 の 接 着 剤 ２ ３ ’ を 明
示 す る た め 、 治 具 本 体 ２ １ 内 に 接 着 剤 ２ ３ が 存 在 す る よ う に 図 面 表 現 さ れ て い る が 、 実 際
に は 当 該 硬 化 後 の 接 着 剤 ２ ３ ’ も 治 具 本 体 ２ １ と テ ー プ Ｔ と の 間 に 介 在 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 こ の よ う に 、 接 着 剤 ２ ３ を 治 具 本 体 ２ １ と テ ー プ Ｔ と の 間 に 介 在 さ せ て 、 図 １ (C) に 示
す 分 離 ス テ ッ プ 後 に 紫 外 線 を 照 射 す る こ と に よ っ て （ 図 ２ (A);固 定 ス テ ッ プ ） 、 治 具 本 体
２ １ に よ り 分 離 さ れ た 複 数 の チ ッ プ Ｃ Ｐ を テ ー プ Ｔ の 表 面 Ｔ ａ に 貼 着 し て い る テ ー プ Ｔ を
、 加 圧 後 の 治 具 本 体 ２ １ に 固 定 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 治 具 本 体 ２ １ に は 、
複 数 の チ ッ プ Ｃ Ｐ を 貼 着 し た テ ー プ Ｔ が 固 定 さ れ て い る の で 、 図 ２ (B) に 示 す よ う に 、 治
具 本 体 ２ １ の 外 周 形 状 に 沿 っ た 裁 断 位 置 α で 当 該 テ ー プ Ｔ を 裁 断 す る こ と に よ り （ 裁 断 ス
テ ッ プ ） 、 図 ２ (C) に 示 す よ う に 、 裁 断 後 の テ ー プ ｔ が 固 定 さ れ て い る 治 具 本 体 ２ １ を 加
圧 ス テ ー ジ Ｐ の 加 圧 ヘ ッ ド Ｐ ｈ か ら 取 り 外 し こ と が 可 能 と な る （ 取 外 ス テ ッ プ ） 。 な お 、
固 定 ス テ ッ プ （ 図 ２ (A) ） と 裁 断 ス テ ッ プ （ 図 ２ (B) ） は 、 両 ス テ ッ プ の 順 番 が 逆 （ 入 れ
替 わ り ） に な っ て も 良 い 。 ま た 、 図 ２ (B) に 示 す 符 号 ｔ ’ は 、 フ レ ー ム Ｆ 側 に 残 っ た テ ー
プ の 切 れ 端 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 は 、 周 囲 を フ レ ー ム
Ｆ に 固 定 さ れ た テ ー プ Ｔ の 表 面 Ｔ ａ に 貼 り 付 け ら れ た ウ ェ ハ Ｗ を 当 該 テ ー プ Ｔ の 裏 面 Ｔ ｂ
か ら 加 圧 し て ウ ェ ハ Ｗ を 複 数 の チ ッ プ Ｃ Ｐ に 分 離 す る レ ー ザ ダ イ シ ン グ の エ キ ス パ ン ド 工
程 に 用 い ら れ る も の で 、 加 圧 に 要 す る 加 圧 力 を 発 生 可 能 な 加 圧 ス テ ー ジ Ｐ の 加 圧 ヘ ッ ド Ｐ
ｈ に 着 脱 自 在 に 設 け ら れ る と と も に 当 該 加 圧 力 を テ ー プ Ｔ を 介 し て ウ ェ ハ Ｗ に 伝 達 し ウ ェ
ハ Ｗ を 加 圧 し て ウ ェ ハ Ｗ を 複 数 の チ ッ プ Ｃ Ｐ に 分 離 可 能 な 治 具 本 体 ２ １ と 、 治 具 本 体 ２ １
に よ り 分 離 さ れ た 複 数 の チ ッ プ Ｃ Ｐ を 表 面 Ｔ ａ に 貼 着 し て い る テ ー プ Ｔ を 、 加 圧 後 の 治 具
本 体 ２ １ に 固 定 可 能 な 接 着 剤 ２ ３ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 取 付 ス テ ッ プ （ 図 １ (A) ） に よ り 、 テ ー プ Ｔ の 裏 面 Ｔ ｂ と 加 圧 ス テ ー ジ Ｐ の 加
圧 ヘ ッ ド Ｐ ｈ と の 間 に 介 在 す る よ う に 治 具 本 体 ２ １ を 当 該 加 圧 ヘ ッ ド Ｐ ｈ に 取 り 付 け 、 加
圧 分 離 ス テ ッ プ （ 図 １ (B) の 加 圧 ス テ ッ プ と 図 １ (C) の 分 離 ス テ ッ プ ） に よ り 、 加 圧 ヘ ッ
ド Ｐ ｈ に 取 り 付 け ら れ た 治 具 本 体 ２ １ を 加 圧 ス テ ー ジ Ｐ の 加 圧 力 に よ り テ ー プ Ｔ の 裏 面 Ｔ
ｂ か ら ウ ェ ハ Ｗ を 加 圧 し て ウ ェ ハ Ｗ を 複 数 の チ ッ プ Ｃ Ｐ に 分 離 す る 。 そ し て 、 固 定 ス テ ッ
プ （ 図 ２ (A) ） に よ り 、 加 圧 分 離 ス テ ッ プ に よ り 分 離 さ れ た 複 数 の チ ッ プ Ｃ Ｐ を 表 面 Ｔ ａ
に 貼 着 し て い る テ ー プ Ｔ を 治 具 本 体 ２ １ に よ り 治 具 本 体 ２ １ に 固 定 し 、 裁 断 ス テ ッ プ （ 図
２ (B) ） に よ り 、 加 圧 分 離 ス テ ッ プ に よ り 分 離 さ れ た 複 数 の チ ッ プ Ｃ Ｐ を 表 面 Ｔ ａ に 貼 着
し て い る テ ー プ Ｔ を 治 具 本 体 ２ １ の 外 周 で 裁 断 し て 、 取 外 ス テ ッ プ （ 図 ２ (C) ） に よ り 、
裁 断 さ れ た テ ー プ ｔ が 固 定 さ れ て い る 治 具 本 体 ２ １ を 加 圧 ス テ ー ジ Ｐ の 加 圧 ヘ ッ ド Ｐ ｈ か
ら 取 り 外 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 従 来 の よ う に 別 の フ レ ー ム Ｆ ’ （ 図 ６ (D) 参 照 ） に 張 り 替 え る こ と な く 、
治 具 本 体 ２ １ を 、 複 数 の チ ッ プ Ｃ Ｐ を 貼 着 し た テ ー プ ｔ の キ ャ リ ア と し て 用 い る こ と が で
き る の で 、 張 替 作 業 を 必 要 と せ ず 、 分 離 さ れ た 複 数 の チ ッ プ Ｃ Ｐ を 外 観 検 査 工 程 や ダ イ ピ
ッ ク 工 程 等 の 次 工 程 へ の 搬 送 で き る 。 し た が っ て 、 張 替 作 業 が 発 生 し な い 分 、 作 業 効 率 や
品 質 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 上 述 し た 治 具 本 体 ２ １ は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 「 加 圧 力 伝 達 手 段 」 に 相 当 し
得 る も の で 、 ま た 接 着 剤 ２ ３ は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 「 ダ イ シ ン グ シ ー ト 固 定 手 段 」
に 相 当 し 得 る も の で あ る 。 ま た 、 本 第 １ 実 施 形 態 で は 、 ダ イ シ ン グ シ ー ト 固 定 手 段 と し て
紫 外 線 硬 化 性 の 接 着 剤 ２ ３ を 用 い た が 、 本 発 明 で は こ れ に 限 ら れ る こ と は な く 、 所 定 の 外
部 要 因 を 与 え る こ と に よ り 接 着 力 が 増 加 す る 接 着 剤 で あ れ ば 、 例 え ば 、 熱 や 電 磁 波 等 を 与
え る こ と に よ り 硬 化 す る 性 質 の あ る 接 着 剤 を 用 い て も 良 い 。 ま た 、 外 部 要 因 の 他 に 、 所 定
時 間 を 経 過 す る と 硬 化 す る 性 質 の あ る 接 着 剤 で も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
［ 第 ２ 実 施 形 態 ］
　 次 に 、 本 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 の 構 成 を 図 ３ (A) を 参 照 し て 説 明 す
る 。 第 ２ 実 施 形 態 の 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 は 、 テ ー プ Ｔ の 裏 面 Ｔ ｂ に 塗 布 さ れ る 接 着 剤 と
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し て 、 所 定 温 度 で 加 熱 す る こ と に よ り 硬 化 す る 性 質 の あ る 熱 硬 化 性 の 接 着 剤 ２ ５ を 用 い た
例 で あ る 。 こ の た め 、 他 の 部 分 に つ い て は 、 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加
圧 治 具 と 実 質 的 に 同 一 の 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ れ ら の 説 明 を 省 略 す る 。 な お 、
接 着 剤 ２ ５ は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 「 ダ イ シ ン グ シ ー ト 固 定 手 段 」 に 相 当 し 得 る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 で は 、 熱 硬 化 性 の 接 着 剤 ２ ５ を 用 い る 構 成
を 採 る 。 即 ち 、 図 ３ (A) に 示 す よ う に 、 治 具 本 体 ２ １ の 加 圧 面 ２ １ ａ の ほ ぼ 全 面 に 当 該 接
着 剤 ２ ５ が 塗 布 さ れ て い る 。 こ の 接 着 剤 ２ ５ は 、 例 え ば 、 常 温 （ ２ ５ ℃ ） で は 、 接 着 力 が
極 め て 低 い 低 粘 度 に 設 定 さ れ て お り 、 所 定 温 度 （ 例 え ば １ ０ ０ ℃ ） で 所 定 時 間 （ 例 え ば ９
０ 秒 ） 、 加 熱 す る と 硬 化 す る 性 質 を 有 す る エ ポ キ シ 系 接 着 剤 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う な 接 着 剤 ２ ５ の 加 熱 を 可 能 に す る た め 、 加 圧 ス テ ー ジ Ｐ ’ に は 、 図 略 の 電 熱 ヒ
ー タ 等 の 加 熱 手 段 が 内 蔵 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 通 電 さ れ た 当 該 電 熱 ヒ ー タ か ら 発 生 す
る 熱 Ｈ Ｔ に よ り 、 加 圧 ス テ ー ジ Ｐ の 加 圧 ヘ ッ ド Ｐ ｈ や 治 具 本 体 ２ １ を 介 し て 、 所 定 時 間 所
定 温 度 で 接 着 剤 ２ ５ を 加 熱 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に 本 第 ２ 実 施 形 態 の 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 を 構 成 す る こ と で 、 第 １ 実 施 形 態 の
半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 に 比 べ て 、 テ ー プ Ｔ を 治 具 本 体 ２ １ の ほ ぼ 全 面 で 固 定 す る こ と が 可
能 と な る の で 、 複 数 の チ ッ プ Ｃ Ｐ を 表 面 Ｔ ａ に 貼 着 し て い る テ ー プ Ｔ を 確 実 に 固 定 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 紫 外 線 を 照 射 可 能 な 設 備 を 加 圧 ス テ ー ジ Ｐ の 上 方 に 設 け る 必 要 が な い
の で 、 物 理 的 な 設 備 規 模 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
［ 第 ３ 実 施 形 態 ］
　 次 に 、 本 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 の 構 成 を 図 ３ (B) を 参 照 し て 説 明 す
る 。 第 ３ 実 施 形 態 の 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 は 、 テ ー プ Ｔ の 表 面 Ｔ ａ か ら 加 圧 し て 治 具 本 体
２ １ と の 間 で テ ー プ Ｔ を 挟 持 す る 固 定 リ ン グ ２ ７ を 備 え た 例 で あ る 。 こ の た め 、 他 の 部 分
に つ い て は 、 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 と 実 質 的 に 同 一 の 構 成 部
分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ れ ら の 説 明 を 省 略 す る 。 な お 、 固 定 リ ン グ ２ ７ は 、 特 許 請 求 の
範 囲 に 記 載 の 「 ダ イ シ ン グ シ ー ト 固 定 手 段 」 に 相 当 し 得 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ (B) に 示 す よ う に 、 本 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 で は 、 テ ー プ Ｔ の
表 面 Ｔ ａ か ら 治 具 本 体 ２ １ の 方 向 に 向 か っ て 加 圧 可 能 な 円 環 状 の 固 定 リ ン グ ２ ７ を 備 え る
。 こ れ に よ り 、 当 該 固 定 リ ン グ ２ ７ と 治 具 本 体 ２ １ と の 間 で 、 テ ー プ Ｔ を 挟 み 込 ん で 保 持
す る こ と 、 つ ま り 挟 持 す る こ と が 可 能 と な る の で 両 者 間 で 当 該 テ ー プ Ｔ を 固 定 す る こ と が
で き る 。 こ れ に よ り 、 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 や 第 ２ 実 施 形 態 の よ う に 、 テ ー プ Ｔ や 治 具 本
体 ２ １ に 接 着 剤 ２ ３ 、 ２ ５ 等 を 塗 布 す る こ と な く 、 テ ー プ Ｔ を 治 具 本 体 ２ １ に 固 定 で き る
。 例 え ば 、 こ の よ う な 固 定 リ ン グ ２ ７ を 備 え る こ と で 、 テ ー プ Ｔ の 裏 面 Ｔ ｂ に 接 着 剤 が 塗
布 さ れ て い な い 通 常 の テ ー プ Ｔ Ｔ を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
［ 第 ４ 実 施 形 態 ］
　 次 に 、 本 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 の 構 成 を 図 ４ (A) を 参 照 し て 説 明 す
る 。 第 ４ 実 施 形 態 の 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 は 、 テ ー プ Ｔ に 貼 り 付 け ら れ た ウ ェ ハ Ｗ に 向 か
っ て 湾 曲 状 に 突 出 す る 加 圧 面 ３ １ ａ を 治 具 本 体 ３ １ が 備 え た 例 で あ る 。 こ の た め 、 他 の 部
分 に つ い て は 、 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 と 実 質 的 に 同 一 の 構 成
部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ れ ら の 説 明 を 省 略 す る 。 ま た 、 図 ４ (A) で は 、 ダ イ シ ン グ シ
ー ト 固 定 手 段 に 相 当 す る 接 着 剤 ２ ３ 、 ２ ５ や 固 定 リ ン グ ２ ７ は 、 省 略 さ れ て い る 。 な お 、
治 具 本 体 ３ １ は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 「 加 圧 力 伝 達 手 段 」 に 相 当 し 得 る も の で 、 ま た
加 圧 面 ３ １ ａ は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 「 湾 曲 凸 状 部 」 に 相 当 し 得 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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　 図 ４ (A) に 示 す よ う に 、 本 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 で は 、 治 具 本 体 ３
１ の 加 圧 面 ３ １ ａ を 、 例 え ば 、 凸 状 放 物 線 を そ の 軸 を 中 心 に 回 転 さ せ た と き に で き る 曲 面
形 状 に 形 成 す る 。 こ の よ う な 加 圧 面 ３ １ ａ を 有 す る 治 具 本 体 ３ １ を 加 圧 ス テ ー ジ Ｐ の 加 圧
ヘ ッ ド Ｐ ｈ に 装 着 す る こ と で 、 治 具 本 体 ３ １ の 加 圧 面 ３ １ ａ は 、 テ ー プ Ｔ に 貼 り 付 け ら れ
た ウ ェ ハ Ｗ に 向 か っ て 湾 曲 状 に 突 出 す る 湾 曲 凸 状 部 に な る こ と か ら 、 ウ ェ ハ Ｗ を 加 圧 す る
面 が 平 坦 な も の （ 例 え ば 第 １ 実 施 形 態 の 治 具 本 体 ２ １ ） に 比 べ て 当 該 加 圧 に よ る ウ ェ ハ Ｗ
の 分 離 を 促 進 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 ウ ェ ハ Ｗ の 分 離 効 率 が 高 ま る の で 、 分 離 さ
れ る べ き チ ッ プ Ｃ Ｐ の 品 質 も 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
［ 第 ５ 実 施 形 態 ］
　 次 に 、 本 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 の 構 成 を 図 ４ (B) を 参 照 し て 説 明 す
る 。 第 ５ 実 施 形 態 の 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 は 、 治 具 本 体 ４ １ を 紫 外 線 に 対 し 透 明 に す る こ
と で 、 加 圧 ス テ ー ジ Ｐ ” 側 か ら の 紫 外 線 照 射 を 可 能 に し た 例 で あ る 。 こ の た め 、 他 の 部 分
に つ い て は 、 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 と 実 質 的 に 同 一 の 構 成 部
分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ れ ら の 説 明 を 省 略 す る 。 な お 、 治 具 本 体 ４ １ は 、 特 許 請 求 の 範
囲 に 記 載 の 「 加 圧 力 伝 達 手 段 」 に 相 当 し 得 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 で は 、 治 具 本 体 ４ １ の 材 質 を 、 紫 外 線 に 対
し て 透 明 （ 透 過 ） な も の に 設 定 す る 。 ま た 、 加 圧 ス テ ー ジ Ｐ ” 内 に 図 略 の 紫 外 線 発 生 装 置
等 の 紫 外 線 発 生 手 段 を 内 蔵 し 、 加 圧 ヘ ッ ド Ｐ ｈ か ら そ の 上 方 に 向 け た 紫 外 線 の 発 射 を 可 能
に 加 圧 ス テ ー ジ Ｐ ” を 構 成 す る 。 こ れ に よ り 、 加 圧 ス テ ー ジ Ｐ ” か ら 発 射 さ れ た 紫 外 線 は
、 そ の 加 圧 ヘ ッ ド Ｐ ｈ に 装 着 さ れ た 治 具 本 体 ４ １ を 透 過 し て そ の 加 圧 面 ４ １ ａ に 位 置 す る
接 着 剤 ４ ３ に 照 射 さ れ る た め 、 当 該 接 着 剤 ４ ３ を 硬 化 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 本
第 ５ 実 施 形 態 の 場 合 、 接 着 剤 ４ ３ は 、 治 具 本 体 ４ １ の 加 圧 面 ４ １ ａ ほ ぼ 全 面 に 塗 布 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う に 本 第 ５ 実 施 形 態 の 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 を 構 成 す る こ と で 、 第 １ 実 施 形 態 の
半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 に 比 べ て 、 テ ー プ Ｔ を 治 具 本 体 ４ １ の ほ ぼ 全 面 で 固 定 す る こ と が 可
能 と な る の で 、 複 数 の チ ッ プ Ｃ Ｐ を 表 面 Ｔ ａ に 貼 着 し て い る テ ー プ Ｔ を 確 実 に 固 定 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 紫 外 線 を 照 射 可 能 な 設 備 を 加 圧 装 置 の 上 方 に 設 け る 必 要 が な い の で 、
物 理 的 な 設 備 規 模 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
［ 第 ６ 実 施 形 態 ］
　 次 に 、 本 第 ６ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 の 構 成 を 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。
第 ６ 実 施 形 態 の 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 は 、 テ ー プ Ｔ と の 接 触 面 を 削 減 す る た め に 、 円 環 形
状 に 治 具 本 体 ５ １ を 形 成 し た 例 で あ る 。 こ の た め 、 他 の 部 分 に つ い て は 、 前 述 し た 第 １ 実
施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 と 実 質 的 に 同 一 の 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ れ
ら の 説 明 を 省 略 す る 。 な お 、 治 具 本 体 ５ １ は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 「 加 圧 力 伝 達 手 段
」 に 相 当 し 得 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ５ (A) お よ び 図 ５ (B) に 示 す よ う に 、 本 第 ６ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 で
は 、 治 具 本 体 ５ １ を 円 環 形 状 に 形 成 す る 。 こ れ に よ り 、 当 該 治 具 本 体 ５ １ に は 、 そ の 内 部
に 空 間 部 ５ ２ が 形 成 さ れ る の で 、 テ ー プ Ｔ に 接 触 （ 圧 接 ） す る 加 圧 面 ５ １ ａ の 面 積 を 小 さ
く す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の た め 、 テ ー プ Ｔ と 治 具 本 体 ５ １ と の 間 に 介 在 さ せ る 接 着 剤
５ ３ の 塗 布 面 積 が 減 少 す る の で 、 例 え ば 、 当 該 接 着 剤 ５ ３ に 常 温 等 に お い て も 通 常 の 接 着
力 を 有 す る も の を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 即 ち 、 図 １ (B) や 図 １ (C) を 参 照 し て 説 明 し た 加 圧 ス テ ッ プ や 分 離 ス テ ッ プ に お い て 、
テ ー プ Ｔ の 平 面 方 向 に 引 き 伸 ば し の 妨 げ と な り 得 る 接 着 剤 ５ ３ の 接 着 力 に よ る 影 響 を 最 小
限 に 抑 制 す る こ と が で き る の で 、 当 該 接 着 剤 ５ ３ が 常 温 等 に お い て も 通 常 の 接 着 力 を 有 す
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る も の で あ っ て も そ れ を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 図 ５ (A) お よ び 図 ５ (B) で は 、 接 着 剤 ５ ３ の 塗 布 範 囲 を 治 具 本 体 ５ １ の 加 圧 面 ５
１ ａ の 接 触 範 囲 に 設 定 し て い る が 、 例 え ば 、 テ ー プ Ｔ の 裏 面 Ｔ ｂ 全 面 に 接 着 剤 ５ ３ が 塗 布
さ れ て い て も 良 い 。 即 ち 、 た と え テ ー プ Ｔ の 裏 面 Ｔ ｂ 全 面 に 接 着 剤 ５ ３ が 塗 布 さ れ て い て
も 、 治 具 本 体 ５ １ の 内 側 に は 空 間 部 ５ ２ が 存 在 す る こ と か ら 、 接 着 剤 ５ ３ が 治 具 本 体 ５ １
に 付 着 す る こ と を 防 止 で き る の で 、 テ ー プ Ｔ の 平 面 方 向 に 引 き 伸 ば し の 妨 げ と な り 得 る 接
着 剤 ５ ３ の 接 着 力 に よ る 影 響 を 最 小 限 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 の 構 成 お よ び そ の 使 用 方 法 を
示 す 図 で 、 図 １ (A) は 治 具 本 体 を 加 圧 装 置 に 取 り 付 け る 取 付 ス テ ッ プ 、 図 １ (B) は 治 具 本
体 に よ り ウ ェ ハ を 加 圧 す る 加 圧 ス テ ッ プ 、 図 １ (C) は 治 具 本 体 の 加 圧 力 に よ り 引 っ 張 れ た
テ ー プ に よ り ウ ェ ハ を 分 離 す る 分 離 ス テ ッ プ 、 を そ れ ぞ れ 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 の 構 成 お よ び そ の 使 用 方 法 を
示 す 図 で 、 図 ２ (A) は 治 具 本 体 に テ ー プ を 固 定 す る 固 定 ス テ ッ プ 、 図 ２ (B) は 治 具 本 体 に
固 定 さ れ た テ ー プ を 裁 断 す る 裁 断 ス テ ッ プ 、 図 ２ (C) は テ ー プ を 固 定 し た 治 具 本 体 を 加 圧
装 置 か ら 取 り 外 す 取 外 ス テ ッ プ 、 を そ れ ぞ れ 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ (A) は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 の 構 成 を 示 す 説
明 図 で 、 図 ３ (B) は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 の 構 成 を 示 す 説
明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ (A) は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 の 構 成 を 示 す 説
明 図 で 、 図 ４ (B) は 、 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 の 構 成 を 示 す 説
明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ (A) は 、 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 ウ ェ ハ 加 圧 治 具 の 構 成 を 示 す 説
明 図 で 、 図 ５ (B) は 、 図 ５ (A) に 示 す ５ Ａ 方 向 か ら 見 た 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 例 に よ る ウ ェ ハ の エ キ ス パ ン ド 工 程 の 様 子 を 示 す 説 明 図 で 、 図 ６ (A) は エ キ
ス パ ン ド 前 の 状 態 を 表 し た も の 、 図 ６ (B) は エ キ ス パ ン ド 中 の 状 態 を 表 し た も の 、 図 ６ (C
) は エ キ ス パ ン ド 解 除 後 の 状 態 を 表 し た も の 、 図 ６ (D) は 次 工 程 へ の 搬 送 前 の 状 態 を 表 し
た も の 、 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ２ １ 、 ３ １ 、 ４ １ 、 ５ １ … 治 具 本 体 （ 加 圧 力 伝 達 手 段 ）
　 ２ １ ａ 、 ３ １ ａ 、 ４ １ ａ 、 ５ １ ａ … 加 圧 面
　 ２ １ ｂ 、 ３ １ ｂ 、 ４ １ ｂ 、 ５ １ ｂ … 取 付 面
　 ２ ３ 、 ２ ５ 、 ４ ３ 、 ５ ３ … 接 着 剤 （ ダ イ シ ン グ シ ー ト 固 定 手 段 、 接 着 手 段 ）
　 ２ ７ … 固 定 リ ン グ （ ダ イ シ ン グ シ ー ト 固 定 手 段 、 挟 持 手 段 ）
　 ３ １ ａ … 加 圧 面 （ 湾 曲 凸 状 部 ）
　 Ｃ Ｐ … チ ッ プ （ ウ ェ ハ 片 ）
　 Ｆ 、 Ｆ ’ … フ レ ー ム （ 枠 体 ）
　 Ｐ 、 Ｐ ’ 、 Ｐ ” … 加 圧 ス テ ー ジ （ 加 圧 装 置 ）
　 Ｐ ｈ … 加 圧 ヘ ッ ド （ 加 圧 側 ）
　 Ｔ 、 Ｔ ’ 、 Ｔ Ｔ 、 ｔ 、 ｔ ’ … テ ー プ （ ダ イ シ ン グ シ ー ト ）
　 Ｔ ａ … 表 面 （ 一 方 の 面 ）
　 Ｔ ｂ … 裏 面 （ 他 方 の 面 ）
　 Ｕ Ｖ … 紫 外 線
　 Ｈ Ｔ … 熱
　 Ｗ … ウ ェ ハ （ 半 導 体 ウ ェ ハ ）
　 α … 裁 断 位 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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